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一、はしがき




　わが日本につぽんは地震ぢしんの國くにといはれてゐる。また火山かざんの國くにともいはれてゐる。地震ぢしんや火山かざんが多おほいからとて御國自慢おくにじまんにもなるまいし、強つよい地震ぢしんや激はげしい噴火ふんかが度々たび〳〵あるからとて、外國がいこくに誇ほこるにも當あたるまい。實際じつさいこの頃ごろのように地震ぢしん、火災かさい、噴火ふんかなどに惱なやまされつゞきでは、却かへつて恥はづかしい感かんじも起おこるのである。たゞわれ〳〵日本人につぽんじんとしてはかような天災てんさいに屈くつすることなく、寧むしろ人力じんりよくを以もつてその災禍さいかをないようにしたいものである。かくするには地震ぢしんや火山かざんの何物なにものであるかを究きはめることが第一だいゝちである。所謂いはゆる敵情偵察てきじようていさつである。敵情てきじようが悉こと〴〵くわかつたならば、災禍さいかをひき起おこすところのかの暴力ぼうりよくを打うち碎くだくことも出來できよう。この目的もくてきを達たつしてこそわれ〳〵は他國人たこくじんに對たいして恥はづかしいといふ感かんじから始はじめて免まぬかれ得えられるであらう。

　火山かざんや地震ぢしんは強敵きようてきである。強敵きようてきを見みて恐おそれずとは戰爭せんそうだけに必要ひつような格言かくげんでもあるまい。昔むかしの人ひとはこれらの自然現象しぜんげんしようを可かなり恐おそれたものである。火山かざんの噴火ふんか鳴動めいどうを神業かみわざと考かんがへたのは日本につぽんばかりではないが、特とくに日本につぽんにおいてはそれが可かなり徹底てつていしてゐる。まづ第一だいゝちに、噴火口ふんかこうを神かみの住すみ給たまへる靈場れいじようと心得こゝろえたことである。例たとへば阿蘇山あそざんの活動かつどうの中心ちゆうしんたる中岳なかだけは南北なんぼくに長ながい噴火口ふんかこうを有ゆうし、通常つうじよう熱湯ねつとうを湛たゝへてゐるが、これが數箇すうこに區分くぶんせられてゐるので北きたの池いけを阿蘇あその開祖かいそと稱となへられてゐる建磐龍命たけいはたつのみことの靈場れいじようとし、中なかの池いけ、南みなみの池いけを、それ〴〵奧方おくがたの阿蘇津妃命あそつひめのみこと、長子ちようしたる速瓶玉命はやみかたまのみことの靈場れいじようと考かんがへられてあつた。丁度ちようどイタリーの南方なんぱうリパリ群島中ぐんとうちゆうの一火山島いちかざんとうたるヴルカーノ島とうをローマの鍛冶かじの神かみたるヴルカーノの工場こうじようと考かんがへたのと同樣どうようである。更さらに日本につぽんでは、火山かざんの主ぬしが靈場れいじようを俗界ぞつかいに穢けがされることを厭いとはせ給たまふがため、其處そこを潔きよめる目的もくてきを以もつて時々とき〴〵爆發ばくはつを起おこし、或あるひは鳴動めいどうによつて神怒しんどのほどを知しらしめ給たまふとしたものである。それ故ゆゑにこれ等らの異變いへんがある度たびに、奉幣使ほうへいしを遣つかはして祭祀さいしを行おこなひ、或あるひは神田しんでんを寄進きしんし、或あるひは位階いかい勳等くんとうを進すゝめて神慮しんりよを宥なだめ奉たてまつるのが、朝廷ちようていの慣例かんれいであつた。例たとへば阿蘇あその建磐龍命たけいはたつのみことは正二位勳五等しようにいくんごとうにのぼり、阿蘇津妃命あそつひめのみことは正四位下しようしいげに進すゝめられたが如ごときである。

　天台宗てんだいしゆうの寺院じいんは、高地こうちに多おほく設まうけてあるが、火山かざんもまた彼等かれらの選せんに漏もれなかつた。隨したがつて珍めづらしい火山現象かざんげんしようの、これ等らの僧侶そうりよによつて觀察かんさつせられた例れいも少すくなくない。阿蘇あその靈地れいちからは火ひの玉たまが三みつつ飛とび出でたともいひ、また性空上人しようくうしようにんは霧島きりしまの頂上ちようじように參籠さんろうして神體しんたいを見屆みとゞけたといふ。それによれば周圍しゆうい三丈さんじよう、長ながさ十餘丈じゆうよじよう、角つのは枯木こぼくの如ごとく、眼めは日月にちげつの如ごとき大蛇おろちなりきと。鳥海ちようかい又または阿蘇あその噴火ふんかに大蛇おろちが屡しば〳〵現あらはれるのも、迷信めいしんから起おこつた幻影げんえいに外ほかならないのである。ハワイ島とうの火山かざんキラウエアからは女神めがみペレーの涙なみだや毛髮もうはつが採集さいしゆうせられ、鳥海山ちようかいさんは石いしの矢尻やじりを噴出ふんしゆつしたといはれてゐる。神話しんわにある八股やまたの大蛇おろちの如ごときも亦また噴火ふんかに關係かんけいあるものかも知しれぬ。

　火山かざんに關かんする迷信めいしんがこのように國民こくみんの腦裡のうりを支配しはいしてゐる間あひだ、學問がくもんが全まつたく進歩しんぽしなかつたのは當然とうぜんである。昔むかしの雷公らいこうが今日こんにち我々われ〳〵の忠實ちゆうじつな使役しえきをなすのに、火山かざんの神かみのみ頑固がんこにおはすべきはずがない。火山地方かざんちほうの地下熱ちかねつの利用りようなどもあることだから、使つかひ樣ようによつては人生じんせいに利益りえきを與あたへる時代じだいもやがて到着とうちやくするであらう。





二、火山かざんのあらまし




　わが日本につぽんには火山かざんは珍めづらしくないから、他國たこくに於おいても一兩日いちりようじつの行程内こうていないに火山かざんのない所ところはあるまいなどと思おもはれるかも知しれないが、實際じつさいはさういふ風ふうになつてゐない。例たとへば現在げんざい活動中かつどうちゆうの火山かざんは南北なんぼくアメリカ洲しゆうでは西にしの方ほうの太平洋沿岸たいへいようえんがんだけに一列いちれつに竝ならんでをり、中部ちゆうぶアメリカ地方ちほうでは二條にじようになつて右みぎの南北線なんぼくせんにつながつてゐる。大體だいたい太平洋沿岸地方たいへいようえんがんちほうは火山かざんの列れつを以もつて連絡れんらくを取とつてゐるので、わが國くにの火山列かざんれつも、千島ちしま、アレウト群島ぐんとうを經へてアメリカの火山列かざんれつにつながつてゐるのである。その他た歐洲おうしゆうにはイタリーに四箇しこ、ギリシヤに一箇いつこ有名ゆうめいな活火山かつかざんがあり、その外ほかにはイスランドに數箇すうこあるきりで、北米ほくべいの東部とうぶ、或あるひは歐洲おうしゆうの北部ほくぶにゐる人ひとには、火山現象かざんげんしようを目撃もくげきすることが容易よういでない。太平洋たいへいようの中央部ちゆうおうぶ、特とくにハワイ島とうにはキラウエアといふ有名ゆうめいな活火山かつかざんがあるが、活火山かつかざんに最もつとも豐富ほうふな場所ばしよはジャワ島とうである。こゝには活火山かつかざんだけの數すうが四十箇しじつこも數かぞへられるといはれてゐる。わが國くにも活火山かつかざんには可かなり富とんでゐるけれども、ジャワには及およぶべくもない。

　試こゝろみに世界せかいに於おいて名なある活火山かつかざんを擧あげてみるならば、南米なんべいエクワドル國こくに於おけるコトパクシ（高たかさ五千九百四十三米ごせんくひやくしじゆうさんめーとる）は、圓錐形えんすいけいの偉大いだいな山やまであるが、噴火ふんかの勢力せいりよくも亦また偉大いだいで、鎔岩ようがんの破片はへんを六里ろくりの遠距離えんきよりに噴ふき飛とばしたといふ、この點てんに就ついての記録保持者きろくほじしやである。又またその噴火ふんかの頻々ひんぴんな點てんに於おいても有名ゆうめいである。

　西にしインドの小しようアンチル群島中ぐんとうちゆうにあるマルチニック島とうの火山かざんプレー（高たかさ千三百五十米せんさんびやくごじゆうめーとる）は、その西暦せいれき千九百二年せんくひやくにねん五月八日ごがつやうかの噴火ふんかに於おいて、赤熱せきねつした噴出物ふんしゆつぶつを以もつて山麓さんろくにある小都會しようとかいサンピール市しを襲おそひ、二萬六千にまんろくせんの人口中じんこうちゆう、地下室ちかしつに監禁かんきんされてゐた一名いちめいの囚徒しゆうとを除のぞく外ほか、擧こぞつて死滅しめつしたことに於おいて有名ゆうめいである。ヴェスヴィオ噴火ふんかによるポムペイ全滅ぜんめつの慘事さんじに勝まさるとも劣おとることなきほどの出來事できごとであつた。この時とき噴火口内ふんかこうないに出現しゆつげんした高たかさ二百米にひやくめーとるの鎔岩塔ようがんとうも珍めづらしいものであつたが、それは噴火ふんかの末期まつきに於おいて次第しだいに崩壞ほうかい消失しようしつしてしまつた。

　ハワイのキラウエア火山かざん（高たかさ千二百三十五米せんにひやくさんじゆうごめーとる）は、ハワイ島とうの主峯しゆほうマウナ・ロア火山かざんの側面そくめんに寄生きせいしてゐるものであるが、通常つうじようの場合ばあひ、その噴火口ふんかこうに鎔岩ようがんを充みたし、しかもこの鎔岩ようがんが流動りゆうどうして種々しゆ〴〵の奇觀きかんを呈ていするので、觀光客かんこうきやくを絶たえずひきつけてゐる。火山毛かざんもうはその産物さんぶつとして最もつとも有名ゆうめいである。山上さんじように有名ゆうめいな火山觀測所かざんかんそくじよがある。又また觀光客かんこうきやくのために開ひらいた旅館りよかんもあり、ハワイ島とうの船着場ふなつきばヒロからこゝまで四里よりの間あひだ、自動車じどうしやにて面白おもしろい旅行りよこうも出來できる。

キラウヱア火山



　マウナ・ロアは四千百九十四米しせんひやくくじゆうしめーとるの高たかさを有もつてをり、わが國くにの富士山ふじさんよりも四百米以上しひやくめーとるいじよう高たかいから、讀者どくしやはその山容さんようとして富士形ふじがたの圓錐形えんすいけいを想像そう〴〵せられるであらうが、實じつは左さにあらず、寧むしろ正月しようがつの御備餅おそなへもちに近ちかい形かたちをしてゐる。或あるひは饅頭形まんじゆうがたとでも名なづくべきであらうか。山側さんそくの傾斜けいしやは僅わづかに六度ろくど乃至ないし八度はちどに過すぎない。これはその山體さんたいを作つくつてゐる岩石がんせき（玄武岩げんぶがん）の性質せいしつに因よるものであつて、その鎔とけてゐる際さいは比較的ひかくてきに流動りゆうどうし易やすいからである。昭和二年しようわにねん、大噴火だいふんかをなしたときも噴火口ふんかこうから流ながれ出でる鎔岩ようがんが、恰あだかも溪水たにみづの流ながれのように一瀉千里いつしやせんりの勢いきほひを以もつて駈かけ下くだつたのである。尤もつとも山麓さんろくに近ちかづくに從したがひ、温度おんども下くだり遂つひには暗黒あんこくな固體こたいとなつて速はやさも鈍にぶつたけれども。

火山毛（キラウヱア火山）



　スマトラとジャワとの間あひだ、スンダ海峽かいきようにクラカトアといふ直徑ちよつけい二里程にりほどの小島こじまがあつた。これが西暦せいれき千八百八十三年せんはつぴやくはちじゆうさんねんに大爆裂だいばくれつをなして、島しまの大半たいはんを噴ふき飛とばし、跡あとには高たかさ僅わづかに八百十六米はつぴやくじゆうろくめーとるの小火山島しようかざんとうを殘のこしたのみである。この時ときに起おこつた大氣たいきの波動はどうは世界せかいを三週半さんしゆうはんする迄まで追跡ついせきし得えられ、海水かいすいの動搖どうようは津浪つなみとして全地球上ぜんちきゆうじよう殆ほとんど到いたる處ところで觀測かんそくせられた。また大氣中たいきちゆうに混入こんにゆうした灰塵かいじんは太陽たいようを赤色せきしよくに見みせること數週間すうしゆうかんに及およんだ。實じつに著者ちよしやの如ごときも日本につぽんに於おいてこの現象げんしようを目撃もくげきした一人ひとりである。

マウナ・ロア（ハワイ島）



　ジャワ島とうのパパンダヤング火山かざんは西暦せいれき千七百七十二年せんしちひやくしちじゆうにねんの噴火ふんかに於おいて、僅わづかに一夜いちやの間あひだに二千七百米にせんしちひやくめーとるの高たかさから千五百米せんごひやくめーとるに減げんじ、噴ふき飛とばしたものによつて四十箇村しじつかそんを埋沒まいぼつしたといふ。恐おそらくはこれが有史以來ゆうしいらいの最もつとも激烈げきれつな噴火ふんかであつたらう。

　イタリーで最もつとも著名ちよめいな火山かざんはヴェスヴィオ（高たかさ千二百二十三米せんにひやくにじゆうさんめーとる）であるが、これが世界的せかいてきにもまた著名ちよめいであるのは、西暦せいれき紀元七十九年きげんしちじゆうくねんの大噴火だいふんかに於おいて、ポムペイ市しを降灰こうはいにて埋沒まいぼつしたこと、有名ゆうめいな大都市だいとしナポリに接近せつきんしてゐるため見學けんがくに便利べんりなこと、凡およそ三十年位さんじゆうねんくらゐにて活動かつどうの一循環いちじゆんかんをなし、噴火現象ふんかげんしよう多種多樣たしゆたようにて研究材料けんきゆうざいりよう豐富ほうふなること、登山鐵道とざんてつどう、火山觀測所かざんかんそくじよ、旅館りよかんの設備せつび完全かんぜんせる等とうに因よるものである。著者ちよしやが七年前しちねんぜんに見みたときは、つぎの大噴火だいふんかは、或あるひは十年じゆうねん以内いないならんかとの意見いけんが多おほかつたが、この年としの九月三十日くがつさんじゆうにちに見みたときは、大噴火だいふんかの時機じき切迫せつぱくしてゐるように思おもはれた。或あるひは數年内すうねんないに大爆發だいばくはつをなすことがないとも限かぎらぬ。

　イタリーの地形ちけいは長靴ながぐつのようだとよくいはれてゐることであるが、その爪先つまさきに石いしころのようにシシリー島とうが横よこたはつてをり、爪先つまさきから砂すなを蹴飛けとばしたようにリパリ火山群島かざんぐんとうがある。其中そのうち活火山かつかざんはストロムボリ（高たかさ九百二十六米くひやくにじゆうろくめーとる）とヴルカーノ（高たかさ四百九十九米しひやくくじゆうくめーとる）との二箇にこであるが、前者ぜんしやは有史以來ゆうしいらい未まだ一日いちにちも活動かつどうを休止きゆうししたことがないといふので有名ゆうめいであり、後者こうしやは前まへにも記しるした通とほり、火山かざんなる外國語がいこくごの起原きげんとなつたくらゐである。この外ほかイタリーにはシシリー島とうにエトナ火山かざん（高たかさ三千二百七十四米さんぜんにひやくしちじゆうしめーとる）があり、以上いじようイタリーの四火山しかざん、いづれもわが日本郵船會社につぽんゆうせんかいしやの航路こうろに當あたつてゐるので、甲板上かんぱんじようから望見ぼうけんするには頗すこぶる好都合こうつごうである。もし往航おうこうならば先まづ左舷さげんの彼方かなたにエトナが高たかく屹立きつりつしてゐるのを見みるべく、六七合目以上ろくしちごうめいじようは無疵むきづの圓錐形えんすいけいをしてゐるので富士ふじを思おもひ出だすくらゐであるが、それ以下いかには二百以上にひやくいじようの寄生火山きせいかざんが簇立ぞくりつしてゐるので鋸齒状きよしじようの輪廊りんかくが見みられる。この山やまは平均へいきん十年毎じゆうねんごとに一回いつかいぐらゐ爆發ばくはつし、山側さんそくに生しようずる裂さけ目めの彼方此方かなたこなたを中心ちゆうしんとして鎔岩ようがんを流ながし、或あるひは噴出物ふんしゆつぶつによつて小圓錐形しようえんすいけいの寄生火山きせいかざんを形作かたちづくるなどする、つぎに郵船ゆうせんがメシナ海峽かいきようを通過つうかすると、遙はるか左舷さげんに鋸山式のこぎりやましきのヴルカーノが見みえる。更さらに進すゝむと航海者こうかいしやには地中海ちちゆうかいの燈臺とうだいと呼よばれ、漁獵者ぎよりようしやには島しまの晴雨計せいうけいと名なづけられてゐるストロムボリが見みえる。この火山島かざんとうは直徑ちよつけい僅わづかに三粁さんきろめーとるの小圓錐しようえんすいであつて、その北側きたがはに人口じんこう二千五百にせんごひやくの町まちがあり、北西ほくせい八合目はちごうめに噴火口ふんかこうがある。火孔かこうは三箇さんこ竝立へいりつして鎔岩ようがんを湛たゝへ、數分間すうふんかんおきに之これを噴ふき飛とばしてゐる。もしそこを通過つうかするのが夜よるであるならば、吹ふき飛とばされた赤熱鎔岩せきねつようがんが斜面しやめんを流ながれ下くだつて、或あるひは途中とちゆうで止とまり、或あるひは海中かいちゆうまで進入しんにゆうするのが見みられるが、日中につちゆうならば斜面しやめんを流下りゆうかする鎔岩ようがんが水蒸氣すいじようきの尾をを曳ひくので、これによつてそれと氣きづかれるのみである。この火山かざんの噴出時ふんしゆつじに於おける閃光せんこうは遠とほく百海里ひやくかいりを照てらすので、そこでストロムボリが地中海ちちゆうかいの燈臺とうだいと呼よばれる所以ゆえんである。かくてこれ等らの展望てんぼうをほしいまゝにしたわが郵船ゆうせんはナポリ港こうに到着とうちやくし、ヴェスヴィオを十分じゆうぶんに見學けんがくし得うる機會きかいも捉とらへられるのである。先まづ頂上ちようじようから絶たえず噴ふき出だす蒸氣じようきや火山灰かざんばひによつて直すぐにそれがヴェスヴィオなることが氣きづかれるが、それと同時どうじに今一いまひとつ左方さほうに竝立へいりつして見みえる尖とがつた山やまを見落みおとしてはならぬ。山名さんめいはソムマといはれてゐるが、これがソムマ即すなはち外輪山がいりんざんといふ外國語がいこくごの起おこりである。地圖ちずで見みるソムマはヴェスヴィオを半なかば抱擁ほうようした形かたちをしてゐる。即すなはち不完全ふかんぜんな外輪山がいりんざんであつて、もしそれが完全かんぜんならば中央ちゆうおうにある圓錐状えんすいじようの火山かざんを全部ぜんぶ抱擁ほうようする形かたちになるのである。ヴェスヴィオは西暦せいれき七十九年しちじゆうくねんの大噴火前だいふんかぜんまでは、このソムマの外側そとがはを引ひき伸のばしたほどの一箇いつこの偉大いだいな圓錐状えんすいじようの火山かざんであつたのが、あのをりの大噴火だいふんかのために東南側とうなんがはの大半たいはんを吹ふき飛とばし、その中央ちゆうおうに現在げんざいのヴェスヴィオを中央火口丘ちゆうおうかこうきゆうとして殘のこしたものと想像そう〴〵されてゐる。ポムペイの遺跡いせきは山やまの中央ちゆうおうから南東なんとう九粁くきろめーとるの遠距離えんきよりにあるが、これはその時とき降ふりつづいた降灰こうはひによつて全部ぜんぶ埋沒まいぼつせられ、その後ご幾百年いくひやくねんの間あひだその所在地しよざいちが見失みうしなはれてゐたが、西暦せいれき千七百四十八年せんしちひやくしじゆうはちねん一農夫いちのうふの偶然ぐうぜんな發見はつけんにより遂つひに今日こんにちのように殆ほとんど全部ぜんぶ發掘はつくつされることになつたのである。ポムペイの滅ほろびた原因げんいんが降灰こうはひにあることは、空中くうちゆうから見みた寫眞しやしんでもわかる通とほり、各家屋かくかおくの屋根やねは全部ぜんぶ拔ぬけてゐて、四壁しへきが完備かんびしてゐることによつてもわかるが、西暦せいれき千九百六年せんくひやくろくねんの大噴火だいふんかのとき、僅わづかに三十分間さんじつぷんかん同方向どうほうこうに降ふり續つゞいた火山灰かざんばひが、山やまの北東ほくとうにあるオッタヤーノの町まちに九十糎くじゆうせんちめーとるも積つもり、多おほくの屋根やねを打うち拔ぬいて二百二十人にひやくにじゆうにんの死人しにんを生しようじたことによつても、うなづかれるであらう。かういふ風ふうの家屋被害かおくひがいと、放射ほうしやされた噴出物ふんしゆつぶつによつて破壞はかいせられたサンピール市街しがいの零落れいらくとは著いちじるしい對象たいしようである。もし昨日きのふまで繁昌はんじようしたサンピールの舊市街きゆうしがい零落れいらくした跡あとを噴出物流動ふんしゆつぶつりゆうどうの方向ほうこうから眺ながむれば、殘のこつた壁かべが枯木林かれきばやしのように見みえ、それに直角ちよつかくの方向ほうこうから見みると壁かべの正面整列しようめんせいれつが見みられたといふ。

ヴェスヴィオ火山の遠景



ヴェスヴィオ火山平面圖



ポムペイ鳥瞰圖



　ヴェスヴィオに登山とざんした人ひとは、通常つうじよう火口内かこうないには暗黒あんこくに見みえる鎔岩ようがんの平地へいちを見出みいだすであらう。これは絶たえず蒸氣じようき、火山灰かざんばひ、鎔岩ようがん等とうを噴ふき出だす中央ちゆうおうの小丘しようきゆうから溢あふれ出でたものであつて、かゝる平地へいちを火口原かこうげんと名なづけ、外輪山がいりんざんに對たいする中央ちゆうおうの火山かざんを中央火口丘ちゆうおうかこうきゆうと名なづける。わが富士山ふじさんの如ごとく外輪山がいりんざんを持もたない火山かざんは單式たんしきであるが、ヴェスヴィオの如ごとく外輪山がいりんざんを有ゆうするものは複式ふくしきである。




　われ〳〵はこれまで海外かいがいの著名ちよめいな火山かざんを一巡いちじゆんして來きた。これから國内こくないにて有名ゆうめいな活火山かつかざんを一巡いちじゆんして見みたい。

　有史以前ゆうしいぜんには噴火ふんかした證跡しようせきを有ゆうしながら、有史以來ゆうしいらい一回いつかいも噴火ふんかしたことのない火山かざんの數かずはなか〳〵多おほい。箱根山はこねやまの如ごときがその一例いちれいである。われ〳〵はこの種しゆの火山かざんを死火山しかざん或あるひは舊火山きゆうかざんと名なづけて、有史以來ゆうしいらい噴火ふんかした歴史れきしを有もつてゐる活火山かつかざんと區別くべつしてゐる。但たゞしわれ〳〵の歴史れきしは火山かざんの壽命じゆみように比較ひかくすれば極きはめて短みじかい時間じかんであるから、現在げんざい死火山しかざんと思おもはれてゐるものも、數百年すうひやくねん或あるひは數千年すうせんねんの休息状態きゆうそくじようたいをつゞけた後のち、突然とつぜん活動かつどうを開始かいしするものがないとも限かぎらぬ。これは文化ぶんかが開ひらけてから餘あまり多おほくの年數ねんすうを經へない場所ばしよ、例たとへば北海道ほつかいどうなどの死火山しかざんにはあり得うべきことである。

日本火山分布



　歴史年代れきしねんだいに噴火ふんかした實例じつれいを有もつてゐながら、現在げんざい噴火ふんかを休止きゆうししてゐるものと、活動中かつどうちゆうのものとあるが、前者ぜんしやを休火山きゆうかざんと名なづけて活火山かつかざんと區別くべつしてゐる人ひともあるけれども、本篇ほんぺんに於おいては全部ぜんぶこれを活火山かつかざんと名なづけて必要ひつようのあつた場合ばあひに休活きゆうかつの區別くべつをなすことにする。唯たゞこゝに斷ことわりを要ようすることは噴火ふんかといふ言葉ことばの使つかひ方かたである。文字もんじからいへば火ひを噴ふくとなるけれども、これは燃もえる火ひを指さすのではない。勿論もちろん極きはめて稀まれな場合ばあひには噴出ふんしゆつせられた瓦斯がすが燃もえることがないでもないが、一般いつぱんに火ひと思おもはれてゐるのは赤熱せきねつした鎔岩ようがんである。但たゞしこれが赤熱せきねつしてゐなくとも噴火ふんかたることに變かはりはない。例たとへば粉末ふんまつとなつた鎔岩ようがん、即すなはち火山灰かざんばひのみを噴ふき出だす時ときでもさうである。然しかしながら單たんに蒸氣じようき、瓦斯がす又または硫氣りゆうきを噴出ふんしゆつするだけでは噴火ふんかとはいはないで、蒸氣孔じようきこう又または硫氣孔りゆうきこうの状態じようたいにありといつてゐる。箱根山はこねやまは形かたちからいへば複式火山ふくしきかざん、經歴けいれきからいへば死火山しかざん、外輪山がいりんざんは金時きんとき、明神みようじん、明星みようじよう、鞍掛くらかけ、三國みくにの諸山しよざん、中央火口丘ちゆうおうかこうきゆうは冠岳かんむりだけ、駒ヶ岳こまがだけ、二子山ふたこやま、神山かみやま等とう、さうして最後さいごの活動場所かつどうばしよが大涌谷おほわくだにであつて、こゝには今いまなほ蒸氣孔じようきこう、硫氣孔りゆうきこうが殘のこつてゐる。

　日本につぽんに於おける活火山かつかざんの兩大關りようおほぜき、東ひがしの方ほうを淺間山あさまやまとすれば、西にしは阿蘇山あそざんである。中なかにも阿蘇あそはその外輪山がいりんざんの雄大ゆうだいなことに於おいて世界第一せかいだいゝちといはれてゐる。即すなはちその直徑ちよつけいは東西とうざい四里より南北なんぼく五里ごりに及および、こゝに阿蘇あそ一郡いちぐん四萬しまんの人ひとが住すまつてゐる。但たゞし噴火ふんかはこの火口かこう全體ぜんたいから起おこつたのではなく、周圍しゆういの土地とちの陷沒かんぼつによつて斯かく擴ひろがつたものだといふ。この廣ひろき外輪山がいりんざんの中なかに幾いくつかの中央火口丘ちゆうおうかこうきゆうがあるが、それが所謂いはゆる阿蘇あその五岳ごがくである。これ等らは重おもに東西線とうざいせんと南北線なんぼくせんとに竝列へいれつしてゐるが、中央ちゆうおうの交叉點こうさてんに當あたる場所ばしよに現在げんざいの活火口かつかこうたる中岳なかだけ（高たかさ千六百四十米せんろつぴやくしじゆうめーとる）がある。この中岳なかたけの火口かこうは前まへに記しるした通とほり、南北なんぼくに連續れんぞくした數箇すうこの池いけから成立なりたち、重おもなものとして、北中南きたなかみなみの三みつつを區別くべつする。阿蘇あそはこの百年ひやくねんぐらゐの間あひだ、平均へいきん十一年目じゆういちねんめに活動かつどうを繰返くりかへしてゐるが、それはその三みつつの池いけのいづれかゞ活氣かつきを呈ていするに因よるものである。然しかしながら、稀まれには外ほかの場所ばしよから噴ふき出だすこともある。火口かこうの池いけが休息きゆうそくの状態じようたいにある時ときは、大抵たいてい濁水だくすいを湛たゝへてゐるが、これが硫黄いおうを含ふくむために乳白色にゆうはくしよくともなれば、熱湯ねつとうとなることもある。活動かつどうに先さきんじて池水ちすい涸渇こかつするのが通常つうじようであるけれども、突然とつぜん爆發ばくはつして池水ちすいを氾濫はんらんせしめたこともある。このために阿蘇郡あそぐんの南半なんぱんたる南郷谷なんごうだにの水みづを集あつめて流ながれる白川しろかはが文字通もじどほり乳白色にゆうはくしよくとなり、魚介ぎよかいを死滅しめつせしめることがある。北方ほつぽう阿蘇谷あそだにの水みづは黒川くろかはに集あつまり、兩方りようほう相會あひかいする所ところで外輪山がいりんざんを破やぶり外方がいほうに流ながれ出でる。即すなはちこの外輪山がいりんざんの破やぶれ目めが火口瀬かこうせである。箱根山はこねやまでこれに相當そうとうする場所ばしよは湯本ゆもとの早川はやかはと須雲川すぐもがはの相會あひかいする所ところである。阿蘇あその活動かつどうは右みぎの外ほか、一般いつぱんに火山灰かざんばひを飛とばし、これが酸性さんせいを帶おびてゐるので、農作物のうさくぶつを害がいし、これを食しよくする牛馬ぎゆうばをも傷いためることがある。阿蘇あその火山灰かざんばひはこの地方ちほうで『よな』と稱となへられてゐるが、被害ひがいは單たんに阿蘇あそのみに止とゞまらずして、大分縣おほいたけんにまでも及およぶことがある。これは空氣くうきの上層じようそうには通常つうじよう西風にしかぜがあるので、下層かそうの風向かざむきの如何いかんに拘かゝはらず、細こまかな火山灰かざんばひは大抵たいてい大氣中たいきちゆうの上層じようそうに入いり、東方とうほうに運はこばれるに因よるからである。

阿蘇火口の平面圖



　阿蘇あそは日本につぽんの活火山中かつかざんちゆう、最もつとも登のぼり易やすい山やまであらう。國有鐵道こくゆうてつどう宮地線みやぢせんの坊中驛ぼうぢゆうえき又または宮地驛みやぢえきから緩勾配かんこうばいの斜面しやめんを登のぼること一里半いちりはんぐらゐで山頂さんちようへ達たつすることが出來できる。頂上ちようじよう近ちかくに茶店ちやみせ、宿屋やどや數軒すうけんあり、冬季とうきでも登攀とうはん不可能ふかのうでない。但たゞしある意味いみに於おける世界第一せかいだいゝちのこの火山かざんに於おいて一ひとの觀測所かんそくじよをも有ゆうしないことは、外國がいこくの學者がくしやに對たいしても恥はづかしく思おもつてゐたが、今いまは京都帝國大學きようとていこくだいがくの觀測所かんそくじよがこゝに設立せつりつされてゐる。

　つぎは東ひがしの大關おほぜきたる淺間山あさまやま（高たかさ二千五百四十二米にせんごひやくしじゆうにめーとる、單式火山たんしきかざん）を覗のぞいて見みることにする。この山やまも阿蘇あそ同樣どうように噴火ふんかの記録きろくも古ふるく、回數かいすうも頗すこぶる多おほいが、阿蘇あその噴火ふんかのだら〳〵として女性的じよせいてきなるに對たいし、これは男性的だんせいてきであるといつても然しかるべきである。休息きゆうそくの間隔かんかくは比較的ひかくてきに遠とほいが、一度いちど活動かつどうを始はじめるとなか〳〵激はげしいことをやる。現げんに明治四十一年頃めいじしじゆういちねんごろから始はじまつた活動かつどうに於おいては鎔岩ようがんを西方せいほう數十町すうじつちようの距離きよりにまで吹ふき飛とばし、小諸こもろからの登山口とざんぐち、七合目しちごうめにある火山觀測所かざんかんそくじよにまで達たつしたこともある。特とくに天明三年てんめいさんねん（西暦せいれき千七百八十三年せんしちひやくはちじゆうさんねん）の噴火ふんかは激烈げきれつであつて、現在げんざい鬼押出おにおしだしと名なづけてゐる鎔岩流ようがんりゆうを出だしたのみならず、熱泥流ねつでいりゆうを火口壁かこうへきの最もつとも低ひくい場所ばしよから一時いちじに多量たりように溢あふれさせ、北方ほつぽう上野かうづけの國くに吾妻川あづまがはに沿そうて百數十村ひやくすうじつそんを埋うづめ、千二百人せんにひやくにんの死者ししやを生しようぜしめた。最初さいしよの活動かつどうに於おいては火口内かこうないの鎔岩ようがんが、火口壁かこうへきの縁へりまで進すゝみ、一時いちじ流出りゆうしゆつを氣遣きづかはれたけれども、つひにそのことなくして、鎔岩ようがんの水準すいじゆんが再ふたゝび低下ていかしてしまつたのである。

淺間の噴火（菜花煙）



　このついでに記しるして置おきたいのは、飛騨ひだ信濃しなのの國境こつきようにある硫黄嶽いおうだけ、一名いちめい燒岳やけだけ（高たかさ二千四百五十八米にせんしひやくごじゆうはちめーとる）である。この山やまは近時きんじ淺間山あさまやまと交代こうたいに活動かつどうする傾かたむきを有もつてゐるが、降灰こうはひのために時々とき〴〵災害さいがいを桑園そうえんに及およぼし、養蠶上ようさんじようの損害そんがいを被かうむらしめるので、土地とちの人ひとに迷惑めいわくがられてゐる。

　近頃ちかごろの噴火ふんかで最もつともよく記憶きおくせられてゐるのは櫻島さくらじま（高たかさ一千六十米いつせんろくじゆうめーとる）であらう。その大正十二年たいしようじゆうにねんの噴火ふんかに於おいては、山やまの東側ひがしがはと西側にしがはとに東西とうざいに走はしる二條にじようの裂目さけめを生しようじ、各線上かくせんじよう五六ごろくの點てんから鎔岩ようがんを流出りゆうしゆつした。この状態じようたいはエトナ式しきと稱しようすべきである。但たゞし櫻島さくらじまはかういふ大噴火だいふんかを百年ひやくねん或あるひは二三百年にさんびやくねんの間隔かんかくを以もつて繰返くりかへすので、隨したがつて鎔岩ようがんの流出量りゆうしゆつりようも多おほく、前回ぜんかいの場合ばあひは一いち・六ろく立方粁りつぽうきろめーとると計算けいさんせられてゐるが、エトナは西暦せいれき千八百九年せんはつぴやくくねん乃至ないし千九百十一年せんくひやくじゆういちねんの十回じつかいに於おいて合計ごうけい〇・六一立方粁りつぽうきろめーとるしか出だしてゐない。かくて櫻島さくらじまは毎回まいかい多量たりようの鎔岩ようがんを出だすので島しまの大おほきさも次第しだいに増まして行ゆくが、今回こんかいは東側ひがしがはに出でた鎔岩ようがんが遂つひに瀬戸海峽せとかいきようを埋うづめ、櫻島さくらじまをして大隅おほすみの一半島いちはんとうたらしめるに至いたつた。かうして鎔岩ようがんに荒あらされた損害そんがいも大おほきいが、それよりも火山灰かざんばひのために荒廢こうはいした土地とちの損害そんがい、地盤沈下じばんちんかによつて失うしなはれた附近ふきんの水田すいでん或あるひは鹽田えんでんの損害そんがいはそれ以上いじようであつて、鹿兒島縣下かごしまけんかに於おける全被害ぜんひがい千六百萬圓せんろつぴやくまんえんと計上けいじようせられた。

　櫻島噴火さくらじまふんかは著いちじるしい前徴ぜんちようを備そなへてゐた。數日前すうにちぜんから地震ぢしんが頻々ひんぴんに起おこることは慣例かんれいであるが、今回こんかいも一日半前いちにちはんぜんから始はじまつた。又また七八十年前しちはちじゆうねんぜんから土地とちが次第しだいに隆起りゆうきしつゝあつたが、噴火後ふんかごは元もとどほりに沈下ちんかしたのである。その外ほか温泉おんせん、冷泉れいせんがその温度おんどを高たかめ、或あるひは湧出量ゆうしゆつりようを増まし、或あるひは新あらたに湧出ゆうしゆつし始はじめたようなこともあつた。

　霧島火山群きりしまかざんぐんは東西とうざい五里ごりに亙わたり二ふたつの活火口かつかこうと多おほくの死火山しかざんとを有ゆうしてゐる。その二ふたつの活火口かつかこうとは矛ほこの峯みね（高たかさ千七百米せんしちひやくめーとる）の西腹せいふくにある御鉢おはちと、その一里いちりほど西にしにある新燃鉢しんもえばちとである。霧島火山きりしまかざんはこの二ふたつの活火口かつかこうで交互こうごに活動かつどうするのが習慣しゆうかんのように見みえるが、最近さいきんまでは御鉢おはちが活動かつどうしてゐた。但たゞし享保元年きようほがんねん（西暦せいれき千七百十六年せんしちひやくじゆうろくねん）に於おける新燃鉢しんもえばちの噴火ふんかは、霧島噴火史上きりしまふんかしじように於おいて最もつとも激はげしく、隨したがつて最高さいこうの損害記録そんがいきろくを與あたへたものであつた。

　磐梯山ばんだいざん（高たかさ千八百十九米せんはつぴやくじゆうくめーとる）の明治二十一年めいじにじゆういちねん六月十五日ろくがつじゆうごにちに於おける大爆發だいばくはつは、當時とうじ天下てんかの耳目じもくを聳動しようどうせしめたものであつたが、クラカトアには比較ひかくすべくもない。この時ときに磐梯山ばんだいざんの大部分だいぶぶんは蒸氣じようきの膨脹力ぼうちようりよくによつて吹ふき飛とばされ、堆積物たいせきぶつが溪水たにみづを塞ふさいで二三にさんの湖水こすいを作つくつたが、東側ひがしがはに流ながれ出だした泥流でいりゆうのために土地とちのみならず、四百餘しひやくよの村民そんみんをも埋うめてしまつたのである。

磐梯山の爆發（平面竝に斷面圖）



　肥前ひぜんの温泉岳うんぜんだけ（高たかさ千三百六十米せんさんびやくろくじゆうめーとる）は時々とき〴〵小規模しようきぼの噴火ふんかをなし、少量しようりようの鎔岩ようがんをも流出りゆうしゆつすることがあるが、寛政四年かんせいよねん四月一日しがついちにち（西暦せいれき千七百九十二年せんしちひやくくじゆうにねん五月二十一日ごがつにじゆういちにち）噴火ふんかの場所ばしよから一里程いちりほども離はなれてゐる眉山まゆやまの崩壞ほうかいを、右みぎの磐梯山ばんだいざんの爆發ばくはつと同おなじ現象げんしようのように誤解ごかいしてゐる人ひとがある。この崩壞ほうかいの結果けつか、有明灣ありあけわんに大津浪おほつなみを起おこし、沿岸地方えんがんちほうに於おいて合計ごうけい一萬五千人いちまんごせんにんほどの死者ししやを生しようじた大事件だんじけんもあつたので、原因げんいんを輕々かる〴〵しく斷定だんていすることは愼つゝしまねばならぬ。磐梯山破裂ばんだいざんはれつの跡あとには大おほきな蒸氣孔じようきこうを殘のこし、火山作用かざんさようは今いまもなほ盛さかんであるが、眉山まゆやまの場合ばあひには毫ごうも右樣みぎようの痕跡こんせきを止とゞめなかつたのである。

　磐梯山ばんだいざんに近ちかく吾妻山あづまやま又またの名な一切經山いつさいきようやま（高たかさ千九百四十九米せんくひやくしじゆうくめーとる）がある。この山やまが活火山かつかざんであることは明治二十六年めいじにじゆうろくねんに至いたるまで知しられなかつたが、この年とし突然とつぜん噴火ふんかを始はじめたゝめ死火山しかざんでなかつたことが證據立しようこだてられた。この際さい調査ちようさに向むかつた農商務技師のうしようむぎし三浦宗次郎氏みうらそうじろうしと同技手どうぎて西山省吾氏にしやましようごしが噴火ふんかの犧牲ぎせいになつた。少年讀者しようねんどくしやは東京とうきよう上野うへのの博物館はくぶつかんに收をさめてある血染ちぞめの帽子ぼうしと上着うはぎとを忘わすれないようにされたいものである。

　東北地方とうほくちほうの活火山かつかざんに鳥海山ちようかいざん（高たかさ二千二百三十米にせんにひやくさんじゆうめーとる）、岩手山いはてさん（高たかさ二千四十一米にせんしじゆういちめーとる）、岩木山いはきさん（高たかさ千六百二十五米せんろつぴやくにじゆうごめーとる）等とうがある。いづれも富士形ふじがたの單式火山たんしきかざんであつて、歴史年代れきしねんだいに於おいて餘あまり活溌かつぱつでない噴火ふんかを數回すうかい乃至ないし十數回じゆうすうかい繰返くりかへした。享和年間きようわねんかんの鳥海噴火ちようかいふんかと享保年間きようほねんかんの岩手噴火いはてふんかとに於おいては、鎔岩ようがんを流出りゆうしゆつせしめたけれども、それも極きはめて少量しようりようであつて、山やまの中腹ちゆうふくまでも達たつしないくらゐであつた。

　大島おほしまといふ名前なまへの火山島かざんとうか伊豆いづと渡島おしまとにある。伊豆いづの大島おほしまの有ゆうする火山かざんは三原山みはらやま（高たかさ七百五十五米しちひやくごじゆうごめーとる）と名なづけられ、噴火ふんかの古ふるい歴史れきしを有ゆうしてゐる。爆發ばくはつの力ちから頗すこぶる輕微けいびであつて、活動中かつどうちゆうに於おいても、中央火口丘ちゆうおうかこうきゆうへ近ちかづくことが容易よういである。渡島おしまの大島おほしまも歴史年代れきしねんだいに數回すうかいの噴火ふんかを繰返くりかへしたが、兩者りようしや共ともに火山毛かざんもうを産さんすることは注意ちゆういすべきことである。但たゞしいづれも暗黒針状あんこくしんじようのものである。

　北海道ほつかいどうには本島ほんとうだけでも駒ヶ岳こまがたけ（高たかさ千百四十米せんひやくしじゆうめーとる）、十勝岳とかちだけ（高たかさ二千七十七米にせんしちじゆうしちめーとる）、有珠山うすさん（高たかさ七百二十五米しちひやくにじゆうごめーとる）、樽前山たるまへさん（高たかさ一千二十三米いつせんにじゆうさんめーとる）の活火山かつかざんがあつて、いづれも特色とくしよくある噴火ふんかをなすのである。その中うち樽前たるまへは明治四十二年めいじしじゆうにねんの噴火ふんかに於おいて、火口かこうからプレー式しきの鎔岩丘ようがんきゆうを押おし出だし、それが今いまなほ存在そんざいして時々とき〴〵その彼方此方かなたこなたを吹ふき飛とばす程ほどの小爆發しようばくはつをつゞけてゐる。また有珠山うすさんの明治四十三年めいじしじゆうさんねんの噴火ふんかは數日前すうじつぜんから地震ぢしんを先發せんぱつせしめたので、時ときの室蘭警察署長むろらんけいさつしよちよう飯田警視いひだけいしが爆發ばくはつを未然みぜんに察さつし、機宜きゞに適てきする保安上ほあんじようの手段しゆだんを取とつたことは特筆とくひつすべき事柄ことがらである。十勝岳とかちだけも近頃ちかごろまで死火山しかざんと考かんがへられてゐた火山かざんの一ひとつであるが、大正十五年たいしようじゆうごねん突然とつぜんの噴火ふんかをなし、雪融ゆきどけのため氾濫はんらんを起おこし、山麓さんろくの村落そんらく生靈せいれいを流亡りゆうばうせしめたことは、人々ひと〴〵の記憶きおくになほ新あらたなものがあるであらう。

樽前岳の鎔岩丘



　わが國くにの陸上りくじようの火山かざんを巡見じゆんけんするに當あたつてどうしても省はぶくことの出來できないのは、富士山ふじさん（高たかさ三千七百七十八米さんぜんしちひやくしちじゆうはちめーとる）であらう。この山やまが琵琶湖びはこと共ともに一夜いちやにして出來できたなどといふのは、科學かがくを知しらなかつた人ひとのこじつけであらうが、富士ふじが若わかい火山かざんであることには間違まちがひはない。古ふるくは貞觀年間じようかんねんかん、近ちかくは寶永四年ほうえいよねんにも噴火ふんかして、火口かこうの下手しもてに堆積たいせきした噴出物ふんしゆつぶつで寶永山ほうえいざんを形作かたちづくつた。即すなはち成長期せいちようきにあつた少女時代しようじよじだいの富士ふじも一人ひとりの子持こもちになつたわけである。やがて多おほくの子供こどもを持もち複式火山ふくしきかざんの形かたちともなり、遂つひには現在げんざいの箱根山はこねやまの状態じようたいになる時ときも來くるであらう。

　右みぎの外ほか、日本につぽんの近海きんかいに於おいては、時々とき〴〵海底かいていの噴火ふんかを認みとめることがある。伊豆南方いづなんぽうの洋底ようていは航海中こうかいちゆうの船舶せんぱくが水柱みづばしらを望見ぼうけんし、或あるひは鳴動めいどうに伴ともなつて黒煙くろけむりのあがるのを見みることもあり、附近ふきんの海面かいめんに輕石かるいしの浮うかんでゐるのに出會であふこともある。大正十三年たいしようじゆうさんねん琉球諸島りゆうきゆうしよとうの中うち、西表島北方いりむてとうほつぽうに於おいても同樣どうようの現象げんしようを實見じつけんしたことがあつた。

　以上いじようの通とほり、われ〳〵は内外ないがいの活火山かつかざんをざつと巡見じゆんけんした。その互たがひの位置いちを辿たどつてみると一ひとつの線上せんじように竝ならんでゐるようにも見みえ、或あるひは雁がんの行列ぎようれつを見みるようなふうに竝ならんでゐる場合ばあひも見受みうけられる。かういふ脈みやくが所謂いはゆる火山脈かざんみやくであつて、最もつとも著名ちよめいな火山脈かざんみやくが太平洋たいへいようの周圍しゆういに横よこたはつてゐる次第しだいである。かくして見みる時とき、火山かざんの火熱かねつの原因げんいん、或あるひは言葉ことばを換かへていへば、火山かざんから流出りゆうしゆつする鎔岩ようがんの前身ぜんしんたる岩漿がんしようが地下ちかに貯藏ちよぞうせられてゐる場所ばしよは、決けつして深ふかいものではなく、地表下ちひようか一二里いちにり或あるひは深ふかくて五六里以内ごろくりいないの邊へんらしく想像そう〴〵せられる。再ふたゝび火山脈かざんみやくを辿たどつてみると、それが地震ぢしんの起おこる筋すぢ、即すなはち地震帶ぢしんたいと一致いつちし、或あるひは相あひ竝行へいこうしてゐる場合ばあひが多おほく認みとめられる。然しかしながら火山脈かざんみやくを伴ともなつてゐない地震帶ぢしんたいも多數たすうあることを忘わすれてはならない。元來がんらい地震ぢしんは地層ちそうの破やぶれ目め、即すなはち斷層線だんそうせんに沿そうて起おこるものが多數たすうであり、さうして地下ちかの岩漿がんしようは右みぎの裂さけ目めに沿そうて進出しんしゆつすることは、最もつともあり得うべきことであるから、右みぎのように火山脈かざんみやくと地震帶ぢしんたいの關係かんけいが生しようじたのであらう。





三、噴出物ふんしゆつぶつ




　噴火ふんかによつて噴ふき出だされるものゝ本體ほんたいは、第一だいゝちに鎔岩ようがんであり、これが前身ぜんしんたる岩漿がんしようである。岩漿がんしようは非常ひじような高たかい熱ねつと壓力あつりよくとの下もとに極きはめて多量たりようの水みづを含有がんゆうすることが出來できるから、外界がいかいに現あらはれて來きた鎔岩ようがんは多量たりようの蒸氣じようきを吐はくのである。この蒸氣じようきの擴ひろがる力ちからが火山かざんの爆發力ばくはつりよくとなるのである。それが火口かこうから盛もり上あがつて出でる形状けいじようは、西洋料理せいようりようりに使つかはれる菜なの花はなに似にてゐるから菜花状さいかじようの雲くもと呼よばれる。これには鎔岩ようがんの粉末ふんまつが加くははつてゐるから多少たしよう暗黒色あんこくしよくに見みえる。それが即すなはち煙けむりと呼よばれる以所ゆえんである。かういふふうに噴出ふんしゆつが烈はげしい時ときは電氣でんきの火花ひばなが現あらはれる。性空上人しようくうしようにんが霧島火山きりしまかざんの神體しんたいと認みとめたものは以上いじようの現象げんしように相違そういなからう。

　鎔岩ようがんは種々しゆ〴〵の形體けいたいとなつて噴出ふんしゆつせられる。先まづ火山灰かざんばひの外ほかに、大小だいしようの破片はへんが抛なげ出だされる。もし鎔融状ようゆうじようのまゝのものが地上ちじように落おちる際さい、ある程度ていどに冷却れいきやくしてゐたならば、空中旅行中くうちゆうりよこうちゆう回轉運動かいてんうんどうのために取とつた形かたちを維持いじし、そのまゝ、つむ形がた、鰹節形かつぶしがた、皿形樣さらがたようの火山彈かざんだんとなり、また内部ないぶから蒸氣じようきを吐はき出だすためぱん形がたのものとなるのである。

　鎔岩ようがんの大部分だいぶぶんは火口底かこうていから次第しだいに火口壁かこうへきの上部じようぶまで盛もり上あがつて遂つひに外側そとがはに溢あふれ出いづるに至いたることがある。或あるひは外壁がいへきの上部じようぶに生しようじた裂さけ目めから出いづることもあり、又また側壁そくへきを融とかしてそこから溢あふれ出でることもある。この流下りゆうかの際さいなほ多量たりようの蒸氣じようきを吐はき出だしつゝあると、こーくすのような粗面そめんの鎔岩ようがんとなるが、もし蒸氣じようきが大抵たいてい吐はき出だされてしまつた後のちならば、表面ひようめんが多少たしよう滑なめらかに固かたまり、或あるひは繩なはをなつたような形かたちともなり、又また犀さいの皮かはを見みるように大おほきな襞ひだを作つくることもある。ハワイ土人どじんはこれをパホエホエ式しきと呼よんゐでゐる。こーくす状じようの鎔岩ようがんは中央火口丘ちゆうおうかこうきゆうから噴出ふんしゆつせられて、それ自身じしんの形體けいたいを積つみ上あげて行ゆくことが多おほい。鎔岩ようがんに無數むすうの泡末ほうまつが含ふくまれたものは輕石かるいし或あるひはそれに類似るいじのものとなるのであるが、その小片しようへんはらぴりと名なづけられ、火山灰かざんばひと共ともに遠方えんぽうにまで運はこばれる。

火山彈（伊豆大島）



　火山毛かざんもうの成因せいゝんは一應いちおう説明せつめいを要ようする。讀者どくしやは化學かがく又または物理學ぶつりがくの實驗じつけんに於おいて、硝子管がらすくだを融とかしながら急きゆうに引ひきちぎると、管くだの端はしが細ほそい絲いとを引ひくことを實驗じつけんせられたことがあるであらう。ハワイの火山かざんのように海底かいていから盛もり上あがつて出來できたものは、鎔融状態ようゆうじようたいに於おいて比較的ひかくてきに流動りゆうどうし易やすい性質せいしつを持もつてゐることは、前まへにも述のべた所ところであるが、かういふ硝子質がらすしつの鎔岩ようがんに對たいしてこれを跳はね飛とばすような力ちからが加くははると火山毛かざんもうが出來できるのである。歴史れきしのどこかに毛けを降ふらした記事きじがあるが、その中なかの或場合あるばあひは火山毛かざんもうであつたらしく思おもはれる。寶暦九年ほうれきくねん七月二十八日しちがつにじゆうはちにち弘前ひろさきに於おいて西北方せいほくほう遽にはかに曇くもり灰はひを降ふらしたが、その中なかには獸毛じゆうもうの如ごときものも含ふくまれてゐたといふ。これは渡島おしま大島おほしまの噴火ふんかに因よつたものである。ピソライトといふ雀すゞめの卵たまごのようなものが、火山灰かざんばひの中なかに轉ころがつてゐることがある。これは雨粒あめつぶが火山灰かざんばひの上うへに轉ころがつて出來できたものに過すぎないのである。火山かざんはまた泥どろを噴出ふんしゆつすることがある。ヴェスヴィオの山麓さんろくにあつたシラキュラニウムの町まちは泥流でいりゆうのために埋うづめられたが、この頃ごろは開掘かいくつせられてある。天明てんめいの淺間噴火あさまふんかに於おける泥流でいりゆうの被害ひがいは前まへに述のべた通とほりである。

こーくす状鎔岩



犀皮状鎔岩



　火山かざんの噴出物ふんしゆつぶつは固體こたいの他ほかに多おほくの氣體きたいがある。水蒸氣すいじようきは勿論もちろん、炭酸瓦斯たんさんがす、水素すいそ、鹽素えんそ、硫黄いおうからなる各種かくしゆの瓦斯がすがあり、或あるものは燃もえて青あをい光ひかりを出だしたともいはれてゐる。又またこれ等らの瓦斯がすの或物あるものは凝結ぎようけつして種々しゆ〴〵の鹽類えんるいとなつて沈積ちんせきしてゐることがある。外國がいこくの或ある火山かざんからはヘリウム瓦斯がすが採集さいしゆうされたといはれてゐる。日本につぽんに於おいてもこれが研究けんきゆうされたけれども未まだその實在じつざいが認みとめられないようである。もしこれが成功せいこうするならば、飛行船用ひかうせんようなどとして極きはめて有益ゆうえきであり、火山かざんの利用りようがこの點てんに於おいても實現じつげんすることになるのであらう。





四、噴火ふんかの模樣もよう




　ストロムボリのようにかつて活動かつどうを休止きゆうししたことのない火山かざんや磐梯山ばんだいざんの如ごとく極きはめて稀まれに、しかし突然とつぜんな爆發ばくはつをなす火山かざんは特別とくべつとして、一般いつぱんの活火山かつかざんは、間歇的かんけつてきに活動かつどうするのが原則げんそくである。即すなはち一時いちじ活動かつどうした後のちは、暫時ざんじ休息きゆうそくして、或あるひは硫氣孔りゆうきこうの状態じようたいとなり、或あるひは噴氣孔ふんきこうとなり、或あるひはそのような噴氣ふんきも全まつたくなくなることがある。その休息時間きゆうそくじかんの長短ちようたん、或あるひは休眠きゆうみんから覺さめたときの活動かつどうぶりにも各火山かくかざんにめい〳〵の特色とくしよくがあつて、一概いちがいにはいへないが、平均期間へいきんきかんよりも長ながく休止きゆうしした後のちの噴火ふんかは平均へいきんの場合ばあひよりも強つよく、反對はんたいに短みじかく休息きゆうそくした後のちの場合ばあひは噴火ふんかが比較的ひかくてきに弱よわい。また平均へいきんよりも大おほきな噴火ふんかをなした後のちは休息期きゆうそくきが長ながく、反對はんたいに小ちいさな噴火ふんかをなした後のちは休息期きゆうそくきが短みじかい。

　活火山かつかざんが新あらたに活動かつどうを開始かいししようとする時とき、何等なんらかの前兆ぜんちようを伴ともなふ場合ばあひがある。土地とちが噴火前ふんかぜんに次第しだいに隆起りゆうきしたことは、大正三年たいしようさんねんの櫻島噴火さくらじまふんかに於おいて始はじめて氣きづかれた事實じじつである。恐おそらくは大抵たいていの場合ばあひに於おいてさうなのであらう。噴火後ふんかごの實測じつそくによつて一般いつぱんに土地とちが次第しだいに下さがつて行ゆくことは既すでに多おほくの場合ばあひに證據立しようこだてられたところである。讀者どくしやは餅もちを燒やかれるとき、これに類似るいじした現象げんしようを觀察かんさつされることがあるであらう。

　噴火ふんかの間際まぎはになると、極きはめて狹せまい範圍はんいのみに感かんずる地震ぢしん、即すなはち局部きよくぶの微震びしんが頻々ひんぴんに起おこることが通常つうじようである。地表近ちひようちかくに進出しんしゆつして來きた蒸氣じようきが、地表ちひようを破やぶらうとする働はたらきのために起おこるものであらう。地震計ぢしんけいを以もつて觀察かんさつすると、かういふ地下ちかの働はたらきの所在地しよざいちが分わかるから、それからして岩漿がんしようの貯藏ちよぞうされてゐる場所ばしよの深ふかさが想像そう〴〵せられる。又またさういふ種類しゆるいの地震ぢしんと爆發ばくはつに伴ともなふ地震ぢしんとの區別くべつも、地震計ぢしんけいの記録きろくによつて明あきらかにされるから、地震計ぢしんけいは噴火ふんかの診斷器しんだんきとなるわけである。

　火山かざんは地震ぢしんの安全瓣あんぜんべんだといふ諺ことわざがある。これには一面めんの眞理しんりがあるように思おもふ。勿論もちろん事實じじつとして火山地方かざんちほうには決けつして大地震だいぢしんを起おこさない。たとひ多少たしよう強つよい地震ぢしんを起おこすことがあつても、それは中流以下ちゆうりゆういかのものであつて、最大級さいだいきゆうの程度ていどを遙はるかに下くだつたものである。前まへに噴火ふんかの前後ぜんごに地盤ぢばんの變動へんどうが徐々じよ〳〵に起おこることを述のべた。最大級さいだいきゆうの地震ぢしんではかような地變ちへんが急激きゆうげきに起おこるのである。火山地方かざんちほうではその程度ていどの地變ちへんが緩漫かんまんに起おこるのであるから、それで火山かざんが地震ぢしんの安全瓣あんぜんべんとなるわけであらう。

　噴火前ふんかぜんには周圍しゆういの土地とちが餅もちの燒やかれてふくらむような状態じようたいになることは、既すでに了解りようかいせられたであらう。かような状態じようたいにある土地とちに於おいて、從來じゆうらいの温泉おんせんは湧出量ゆうしゆつりようが増ましたり、隨したがつて温度おんども上のぼることあるは當然とうぜんである。其他そのた新あらたに温泉おんせんや冷泉れいせんが湧わき始はじめることもあり、又また炭酸瓦斯たんさんがすや其他そのたの瓦斯がすを土地とちの裂さけ目めから出だして、鳥とりの地獄じごくや蟲むしの地獄じごくを作つくることもある。

　前まへに内外ないがいの火山かざんを巡見じゆんけんした場合ばあひの記事きじを掲かゝげて置おいたが、諸君しよくん若もし兩方りようほうを比較ひかくせられたならば、國内こくないの火山作用かざんさようは概がいして穩おだやかであつて、海外かいがいの最もつとも激烈げきれつなものに比較ひかくすれば遙はるかにそれ以下いかであることを了解りようかいせられるであらう。それで噴火ふんかの珍現象ちんげんしようを收録しゆうろくするには、勢いきほひ海外かいがいの火山かざんに材料ざいりようを仰あふがざるを得えなくなる。勿論もちろんそれには研究けんきゆうの行屆ゆきとゞいてゐるのと、さうでないとの關係かんけいも加くははつてゐる。

　噴火ふんかの前景氣まへけいきが愈いよ〳〵進すゝんで來くると、火口かこうからの噴煙ふんえんが突然とつぜん勢いきほひを増まして來くる。もし櫻島さくらじまのように四合目邊しごうめあたりから裂さけ目めを作つくり始はじめ、そこから鎔岩ようがんを流ながす慣例かんれいを持もつてゐるものならば、其その裂さけ目めを完全かんぜんにするために、先まづ土砂どさを吹ふき飛とばす等などの働はたらきをする。愈いよ〳〵噴火ふんかが始はじまると菜花状さいかじようの噴煙ふんえんに大小だいしよう種々しゆ〴〵の鎔岩ようがんを交まじへて吹ふき飛とばし、それが場合ばあひによつては數十町すうじつちようにも達たつすることがある。この際さい鎔岩ようがんは水蒸氣すいじようきの尾をを曳ひくことが目覺めざましい。又また菜花煙さいかえんの彼方此方かなたこなたに電光でんこうの閃ひらめくのが見みられる。この際さいの雷鳴らいめいは噴火ふんかの音おとに葬はうむられてしまふが、これは單たんに噴煙上ふんえんじようにて放電ほうでんするのみで、地上ちじように落雷らくらいした例れいがないといはれてゐる。或あるひは右みぎのような積極的動作せききよくてきどうさの代かはりに、噴氣ふんき或あるひは噴煙ふんえんが突然とつぜんやむような消極的しようきよくてきの前徴ぜんちようを示しめすものもあり、又また氣壓きあつの變動へんどう特とくに低壓ていあつの際さいに起おこる癖くせのあるものもあるから、活動中かつどうちゆう或あるひは活動かつどうに轉てんじそうな火山かざんに登のぼるものは、この種しゆの火山特性かざんとくせいに注意ちゆういする必要ひつようがある。

　噴火ふんかが突然とつぜんに起おこると、それが極きはめて激烈げきれつな空氣波動くうきはどうを伴ともなふことがある。火口近かこうちかくにゐてこの波動はどうに直面ちよくめんしたものは、空氣くうきの大おほきな槌つちを以もつて擲なぐられたことになるので、巨大きよだいな樹木じゆもくが見事みごとに折をれ、或あるひは根ねこぎにされて遠方えんぽうへ運はこばれる。勿論もちろん家屋かおくなどは一溜ひとたまりもない。

　噴煙ふんえんに加くははつて出でて來くる火山灰かざんばひやラピリは、噴火ふんかの經過けいかに伴ともなつて、其形状そのけいじように於おいても内容ないように於おいても色々いろ〳〵に變化へんかする。千九百六年せんくひやくろくねんのヴェスヴィオ噴火ふんかについては、初日しよにちから八日目やうかめに至いたるまでに噴出ふんしゆつした火山灰かざんばひを日々ひゞの順序じゆんじよに竝ならべ、これを硝子管がらすくだにつめて發賣はつばいしてゐる。正否せいひのほどは保證ほしようし難がたいが、それはとに角かくこんな些細ささいな事物じぶつまで科學的かがくてきに整理せいりせられてゐることは歎賞たんしように價あたひするであらう。

　火口かこうの上皮じようひが一兩日いちりようじつの間あひだに取とり除のぞかれると、噴火現象ふんかげんしようは更さらに高調こうちようして來きて、遂つひに鎔岩ようがんを流出りゆうしゆつせしめる程度ていどに達たつする。但たゞしこの鎔岩ようがんの流出りゆうしゆつするか否いなかはその火山かざんの特性とくせいにも依よるのであつて、鎔岩流出ようがんりゆうしゆつが必かならず起おこるものとも限かぎらない。

　融とけた鎔岩ようがんの温度おんどは攝氏千度内外せつしせんどないがいで、千二百度せんにひやくどにも達たつする場合ばあひもあるが、其流動性そのりゆうどうせいは、この温度おんどに因よつて定さだまること勿論もちろんであつて、同一どういち温度おんどでも成分せいぶんによつて著いちじるしい相違そういがある。前まへにも述のべた通とほり、深海底しんかいていから拔ぬけ出でた火山かざんの産さんする鎔岩ようがんは流動性りゆうどうせいに富とんでゐるが、大陸たいりく又またはその近ちかくにある火山かざんから産さんするものは、流動性りゆうどうせいに乏ともしく、噴出物ふんしゆつぶつ堆積たいせきして圓錐形えんすいけいの高山こうざんを作つくるのが通常つうじようである。又また鎔岩ようがんが次第しだいに冷却れいきやくして來くるとどんな成分せいぶんのものも流動りゆうどうし難がたくなり、其後そのごは固形こけいの岩塊がんかいが先頭せんとうの岩塊がんかいを踏ふみ越こえて前進ぜんしんするのみである。

　噴煙ふんえんが間歇的かんけつてきに起おこると、時々とき〴〵見事みごとな煙輪えんわが出來できる。丁度ちようど石油發動機せきゆはつどうきの煙突上えんとつじように見みるように。

煙輪（エトナ）



　閃弧せんこといふものがある。圖ずは千九百六年せんくひやくろくねんのヴェスヴィオ噴火ふんかに於おいて、ペアレット氏しの撮影さつえいに係かゝるものである。この現象げんしようを少年讀者しようねんどくしやに向むかつて説明せつめいすることは頗すこぶる難事なんじであるが、唯たゞ噴火ふんかの際さい、發はつせられた數回すうかいの連續的爆發れんぞくてきばくはつが寫眞しやしんに撮とれたものと承知しようちして貰もらひたい。この珍現象ちんげんしようを目撃もくげきすることさへ容易よういに捉とらへ難がたい機會きかいであるのに、しかもこれを寫眞しやしんにとつて一般いつぱんの人ひとにもその概觀がいかんを傳つたへたペアレット氏しの功績こうせきは偉いとすべきでゐる。

閃弧



　ペアレット氏しはストロムボリにて火ひの玉たまを見みたと稱しようしてゐる。その大おほいさは直徑ちよつけい一米程いちめーとるほどであつて青あをく光ひかつたものであつたといふ。これに似にた觀察かんさつは阿蘇山あそざんの嘉元三年かげんさんねん三月三十日さんがつさんじゆうにち（西暦せいれき千三百五年せんさんびやくごねん五月二日ごがつふつか）の午後四時頃ごごよじごろ、地中ちちゆうから太陽たいようの如ごとき火玉ひだまが三みつつ出でて空そらに上のぼり、東北とうほくの方ほうへ飛とび去さつたといふことがある。現象げんしようが極きはめて稀まれであるので、正體しようたいがよく突つき留とめられてゐないが、電氣作用でんきさように基もとづくものだらうといはれてゐる。ヴェスヴィオの千九百六年せんくひやくろくねんの大噴火だいふんかに於おいて、非常ひじように強つよい電氣でんきを帶おびた噴煙ふんえんを認みとめたこともあり、その靡なびいた煙けむりに近ちかづいた時とき、服裝ふくそうにつけてゐた金屬きんぞくの各尖端かくせんたんから電光でんこうを發はつしたことも經驗けいけんせられてゐる。

　噴火作用中ふんかさようちゆうで最もつとも恐おそれられてゐるのは、赤熱せきねつした火山灰かざんばひが火口かこうから市街地しがいちに向むかつて發射はつしやされることである。この事ことは西暦せいれき千九百二年せんくひやくにねん五月八日ごがつやうかマルチニック島とうプレー山さんの噴火ふんかに就ついて記しるした通とほりであるが、サンピール市し二萬六千にまんろくせんの人口中じんこうちゆう、生存者せいぞんしやは地下室ちかしつに監禁かんきんされてゐた一名いちめいの囚徒しゆうとのみであるので、右みぎの現象げんしようの實際じつさいの目撃者もくげきしやは一人ひとりも生存せいぞんし得えなかつたわけである。然しかしこの噴火ふんかに就ついて最もつとも權威けんいある調査ちようさを遂とげたラクロア教授きようじゆは、同年どうねん十二月十六日以來じゆうにがつじゆうろくにちいらい數回すうかいに亙わたり同現象どうげんしようを目撃もくげきした。同教授どうきようじゆの計算けいさんによると、火口かこうから打出うちだされてから山麓さんろく或あるひは海面かいめんに到達とうたつして靜止せいしするまでの平均へいきんの速はやさは、毎秒まいびよう二十米以上にじゆうめーとるいじようであつて、最大さいだい毎秒まいびよう百五十米ひやくごじゆうめーとるにも及および、其その巨大きよだいな抛射物ほうしやぶつから放はなたれる菜花状さいかじようの雲くもは、高たかさ四五千米しごせんめーとるにも達たつしたといふ。さうしてこれが通過つうかした跡あとには啻たゞに火山灰かざんばひやラピリのみならず、大おほきな石塊せきかいも混入こんにゆうしてゐた。かゝる恐おそろしい現象げんしようはこれ迄まで右みぎのプレー噴火ふんかに經驗けいけんせられたのみであつて、其他そのたの火山かざんに於おいては未いまだかつて經驗けいけんされたことがない。

白熱灰の抛射



　かういふ大規模おほきぼの噴火ふんかも最高調さいこうちように達たつするのは數日すうじつ或あるひは一週間内いつしゆうかんないにあるので、その後ごは噴火勢力ふんかせいりよくとみに減退げんたいして行ゆくのが通常つうじようである。
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